


金﨑 凌空さん（布施地区）
大倉 理暖さん（布施地区）
大田 夢乃さん（飯美地区）
平成20年生まれ
〇金﨑さん「今年は早寝早起きをする｣
〇大倉さん「授業でたくさん発表でき
るようになりたい」

〇大田さん「社会の歴史の勉強を頑張
りたい」

　京都から主人の生まれ育った
隠岐に引っ越して6年、初めて
隠岐で年女を迎える事ができま
した。2020年もあたたかく迎
え入れて下さった隠岐の方々と
の関わりを大切にし、3人の子
ども達と一緒にたくさんの隠岐
の文化に触れられる1年にでき
たらと思います。

（写真左から）金﨑凌空さん、
大倉理暖さん、大田夢乃さん

かね さき り く

木下 麻衣子さん
昭和59年生まれ（西町地区）

きの した ま い こ

　年男ということで今まで以上
にいろいろな面で成長し、充実
した年にしていけたらなと思い
ます。昨年は体調を崩すことが
あったので、今年は健康に気を
付けて元気に過ごしたいと思い
ます。

戸田 裕之さん
平成8年生まれ（中村地区）

と だ ひろ ゆき

　新しい年を元気に迎える事が
できました。
　寄る年波には勝てませんが毎
日を大切に過ごしたいと思って
おります。

中本 冨美江さん
昭和23年生まれ（小路地区）

なか もと ふ み え

　20歳で島を離れ、37年ぶり
に転勤により帰り、3年がたち5
回目の年男を迎えることができ
ました。今年は、小中学生から
かけてもらう挨拶を励みにして
ジョギングを続け「走れる高齢
者」を目指します。

原 広彰さん
昭和35年生まれ（都万地区）

はら ひろあき

　町で商売させて頂き21年、抱
負はダーツとお店…ではなく今年
度から西郷サッカークラブ保護者
会長として子どもたちの夢と未来
へキックオフ。サッカーを通じて親
子ともども日々成長する年にした
いです！
――アディショナルタイム――
のっちゃんへ
いつも家のこと、子どもたちのこ
とありがとう。感謝してます。
今年もよろしくー (*^ω^*)

河田 誠さん
昭和47年生まれ（原田地区）

かわ だ まこと

おお くら り のん

おお た ゆ の

今
年
の
抱
負

を
語
る

ねずみ

　本町の「子年」生まれの方は
1,213人（令和元年12月1日現在）。
その中から8人の方にご登場いた
だき、新年の抱負をお聞きしまし
た。
　皆さんは、どんな年にしたいで
すか？

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
し
、
併
せ
て
旧
年
中
に
お
い
て
町
政
・
行
政
全
般
に
わ

た
り
町
民
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
か
ら
お
受
け
い
た
し
ま

し
た
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
就
任
以
降
最
終
年
を
迎
え
る
年
頭
に
あ
た
り
、
残
り
の
任
期

を
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
約
束
し
て
き
た
事
項
に
つ
い
て
形
と
し
て
更

に
見
え
る
よ
う
、
全
力
で
駆
け
抜
け
よ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

本
町
の
喫
緊
の
課
題
は
人
口
減
少
対
策
と
な
り
ま
す
が
、
人
口
減
少

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
地
域
振
興
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

改
め
ま
し
て
皆
さ
ま
と
こ
の
課
題
と
方
向
性
を
同
じ
く
し
、
町
政
を
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
新
年
度
の
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
内
容
を
兼
ね
備
え
た
「
第
２
次
総
合
振
興

計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
本
年
、
要
は
初
心
に
帰
り
「
わ
が
ふ
る
さ
と
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
施
策
」
の
初
年
度
と
位
置
付
け
、
大
胆
な

施
策
を
行
う
所
存
で
す
の
で
、
ご
協
力
に
併
せ
積
極
的
な
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
我
が
町
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
事
業
の
竣
工
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
そ
の
中
心
が
新
庁
舎
の
５
月
竣
工
で
あ
り
、
７
月
末
に
は

新
庁
舎
に
お
け
る
事
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
港
に
建
設
中
の
ジ
オ
パ
ー
ク
中
核
・
拠
点
施
設
も
10
月
に
は

竣
工
予
定
で
あ
り
、
隠
岐
の
玄
関
口
で
の
隠
岐
４
島
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

始
ま
り
、
さ
ら
に
隠
岐
全
体
が
紹
介
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
５
の
つ
く
記
念
行
事
の
開
催
が
目
白
押
し
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
第
50
回
の
し
げ
さ
パ
レ
ー
ド
、
第
35
回
の
し
げ
さ
節
全
国

大
会
、
第
15
回
の
隠
岐
の
島
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
、
同
じ
く
夏
季
ジ
ェ

ッ
ト
便
、
新
庁
舎
竣
工
記
念
隠
岐
古
典
相
撲
と
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
皆
さ
ま
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら
作
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」
、
「
住
ん

で
良
か
っ
た
」
、
「
訪
れ
て
良
か
っ
た
」
の
３
つ
の
「
良
か
っ
た
が
響

く
ま
ち
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
々
取
り
組
み
、
少
し
ず
つ
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
何
度
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
第

一
に
聞
い
て
行
き
た
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ド
イ
ツ
に
、
「
苦
し
み
を
分
か
つ
の
は
半
分
の
苦
し
み
に
な
る
が
、

喜
び
を
共
に
す
る
こ
と
は
喜
び
が
倍
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

り
ま
す
。

　

町
政
は
も
ち
ろ
ん
記
念
行
事
も
含
め
、
皆
さ
ま
と
同
じ
目
線
で
同
じ

思
い
で
取
り
組
み
、
皆
さ
ま
と
喜
び
を
倍
増
で
き
る
こ
と
を
味
わ
え
る

町
と
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
全
職
員
が
、
誰
の
た
め
だ
と
い
う
目
標
を
間
違
え
る
こ
と
な

く
、
隠
岐
の
島
町
の
公
務
員
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
さ
ら
に
深
め
、
信

頼
さ
れ
る
職
員
と
な
る
た
め
に
研
鑽
、
精
進
を
し
、
素
晴
ら
し
い
新
年

と
な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
新
た
な
一
年
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
年
の
町
政
に
向
け
、
よ
り
一
層
、
ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島
の
た
め
働

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
前
年
以
上
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
重
ね
て
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
り
ま
せ
ず
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠
岐
の
島
町
長　

池
田　

高
世
偉

令和２年を迎えて

町長年頭あいさつ

Okinoshima3 Okinoshima 2



第9回総合振興計画策定委員会
（10月10日）

第5回総合振興計画審議会
（12月19日）

総合振興計画審議会藤田会長に諮問書
を手渡す池田町長

つながらぁや つながぁや 一万年の隠岐の島

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
オ
ヤ
ト
コ
」

と
の
意
見
交
換
会
の
様
子

〇各種団体等との意見交換会
　令和元年5月に開催した町内5地区での住民意見交換会に引き続き、7月にかけて町内
で活動されている各種団体の皆さん、また隠岐の医療を支える隠岐病院の医師の皆さん
と、それぞれの分野から見た、町の目指すべき姿についての意見交換会を行いました。
（意見交換を行った団体）
　・地域おこし協力隊・子育てサークル「オヤトコ」
　・隠岐の島町まちづくり協議会・隠岐病院医師の皆さん
　・JAしまね隠岐青年連盟・隠岐青年会議所
　・隠岐若者100人委員会

【総合振興計画策定委員会】
　当委員会は20代から40代の役場若手職員で構成され
た組織で、アンケート調査の結果や、各地区、各種団
体との意見交換会で頂いたご意見を参考にしながら、
令和元年12月までに13回開催し、計画の基となる骨子
素案のとりまとめを行いました。

【総合振興計画策定推進本部会】
　当本部会は、町長、副町長、教育長及び役場管理職
で構成された総合振興計画(案)を策定する組織です。
策定委員会で取りまとめられた骨子素案の内容の確
認・検討など令和元年12月までに5回開催し、骨子案
の策定を行いました。今後は、審議会また、今後行う
予定のパブリックコメントで頂くご意見を十分に参考
にしながら計画案を策定していきます。

【総合振興計画審議会】
　当審議会は、総合振興計画の策定・変更・推進に関
して必要な調査や審議をする組織です。
　策定委員との合同研修会、意見交換会を行うなど令
和元年12月までに審議会が5回開催されました。12月
16日に町長から第２次隠岐の島町総合振興計画の策定
について諮問が行われ、今後本格的に総合振興計画
（案）についての審議が進められます。今後、審議会
としての意見を取りまとめ、本部会へ答申します。

策定経過における、会議等の詳細は、町ホームページでご覧い
ただけます。
アドレス：
https://www.town.okinoshima.shimane.jp/www/
genre/1555304513126/index.html

これまでの策定経過

将  来  像

基本理念

　隠岐の島が現在の姿となって約１万年。他に類を見ない島の成り立ち、そして
文化伝統に彩られた一万年の歴史を次代につなげ、現状の課題を乗り越え、明る
い未来を築いていけるよう、町民全ての方々が世代や立場の違いを超えて縦横無
尽につながり、隠岐４か町村、島根、日本、世界へと新たなつながりが広がって
いくまちの実現を目指していきます。

島を愛する 未来へつなぐ 力を合わせる

【基本目標】 【基本計画】 【まちづくり重点プロジェクト】

1.ひとが輝くまち

２.安心して
　 暮らせるまち

３.住みやすさを
　 実感できるまち

４.活力を
　 生み出すまち

５.自然と共に
　 生きるまち

６.共に創るまち

①子育てしやすい環境を整えます

②将来を担う子ども達が育つ魅力ある教育環境づくりを進めます

③互いに認め合い、誰もが生きがいをもって活躍できるまちをつくります

④かけがえのない文化芸術を未来へつなぎます

①安心を支える医療体制を確保します

②元気で長生きできるまちづくりを推進します

③互いを支え合う福祉環境の充実を図ります

④日常生活の安全を確保します

①快適な住環境を整えます

②地域コミュニティのつながりと活力を育みます

③島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます

④移住・定住しやすい環境を整えます

①既存産業の活性化と承継を進めます

②島の特性を活かした新たな産業を育成します

③ひとの往来を促す離島交通の充実を図ります

④ひとを惹きつける観光地づくりを進めます

⑤島内流通の活性化を進めます

①資源が循環する島をつくります

②島の美しい自然環境を保全します

①協働によるまちづくりを推進します

②時代にあった行政サービスを提供します

③財政の健全化に向けた取り組みを進めます

①
個
々
の
希
望
を
か
な
え
る
少
子
化
対
策
と
ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
働
く
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
経
済
の
好
循
環
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　第2次総合振興計画は、「基本構想」と「基本計画」により構成されております。「基本構想」は、10年
後本町が目指すべき町の将来像や基本理念、その実現に向けた基本目標を示すものです。「基本計画」は、
基本構想の実現に向けた具体的な5年間の取り組みです。また、人口減少対策としての「まち・ひと・しごと
創生総合戦略」の内容を兼ね備えた計画にすることから、重要性・緊急性の高い課題に対して、分野横断的
に優先して取り組んでいく施策を、「まちづくり重点プロジェクト」と位置付けました。

第2次総合振興計画骨子案を策定しました
　総合振興計画は、隠岐の島町の目指すべき将来像やまちづくりの目標の実現のため、町政運営の長
期的な指針を示すことを目的として策定するもので、町におけるさまざまな行政計画の最上位となる
計画です。
　広報「隠岐の島」8月号の特集でもお知らせしたところですが、このたび、第2次隠岐の島町総合
振興計画の全体の骨組みとなる大まかな骨子案を策定しましたのでお知らせします。

第２次隠岐の島町総合振興計画　骨子案 集特
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隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間10時～18時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

2月の行事と休館のお知らせ
〇おはなしのへや：毎週土曜日午後3時～3時30分
〇はじめてのえほん：毎週日曜日午前10時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～11時
　　　　　　　　16日（日）は休館日のため除く
〇アゴラ：8日（土）午後2時30分

【休館日】 3日（月）・10日（月）・16日（日）
 17日（月）・25日（火）
　　　　  24日（月）は祝日の振替休日のため開館

図書館展示のお知らせ
　図書館の展示コーナーでふるさと教育の成果発表
展を開催します。テーマは、「地域とつながり、地
域とふれあい、地域とともに学ぶ子どもたち」で
す。各小中学校の児童・生徒が、地元の食や祭り、
ふるさと探検などについて調べた実践活動をまとめ
ています。ぜひ、ご覧ください。

〇場所：隠岐の島町図書館　展示コーナー
〇期間：2月1日（土）～2月18日（火）

図書館の利用者カードが新しくなります！
　隠岐の島町図書館は、
新しい図書システムの導
入に伴い、2月1日（土）
から利用者カードも新し
いものに切り替わります。
　新しいカードに切り替
えるには、現在のしゃく
なげのカード（もしく
は、再発行カード）をカ
ウンターまでお持ちくだ
さい。
　もし、お手元に現在の
カードがない場合は、カウンターでお問い合わ
せください。まだ、図書館で利用者カードを作
ったことがないという方は、この機会にぜひお
作りください♪

今年も多くの選手が参加しました

千葉すずさんも観戦してくださいました 競技の様子

第
13
回
隠
岐
の
島
町

水
泳
競
技
会

（
12
月
１
日
）

　
隠
岐
の
島
町
内
の
幼
児
か
ら
一
般
ま

で
の
水
泳
愛
好
者
約
１
０
０
名
以
上
も

の
参
加
が
あ
り
、
選
手
の
皆
さ
ま
は
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
多

く
の
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
幼
児
が
多
く
参
加
し
、

水
中
お
や
つ
取
り
な
ど
の
競
技
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
千
葉
す
ず
さ
ん
が
こ

の
大
会
に
来
ら
れ
、
選
手
た
ち
の
泳
ぎ

を
観
戦
さ
れ
ま
し
た
。

大
満
寺
の
マ
ド
ス
ギ

　
隠
岐
の
島
町
内
に
は
巨
木
や
古
木
と

呼
ば
れ
る
よ
う
な
木
が
、
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
杉
は
天
然
記
念

物
と
な
っ
て
い
る
木
も
多
く
、
国
の
天

然
記
念
物
の
「
玉
若
酢
命
神
社
の
八
百

ス
ギ
｣、
島
根
県
の
天
然
記
念
物
の
｢岩

倉
の
乳
房
杉
｣、「
中
村
の
か
ぶ
ら
杉
」、

町
の
天
然
記
念
物
の
｢物
忌
神
社
の
大

ス
ギ
｣、
「
大
満
寺
の
マ
ド
ス
ギ
」
、

「
大
山
神
社
の
杉
（
と
ケ
ヤ
キ
）
」
の

6
本
が
あ
り
ま
す
。
１
本
の
樹
木
で
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木
は
12
本
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
内
の
半
数
が
杉
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
杉
に
は
そ
れ

ぞ
れ
に
逸
話
が
あ
り
、
地
域
の
中
で
大

切
に
さ
れ
て
き
た
木
や
、
特
に
珍
し
い

形
を
し
て
い
る
木
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
「
大
満
寺
の
マ
ド
ス
ギ
」

は
、
名
前
の
と
お
り
隠
岐
の
島
町
有
木

の
大
満
寺
山
の
登
山
道
脇
の
少
し
く
だ

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
樹
高
21

ｍ
、
幹
回
り
11
ｍ
で
、
そ
の
根
元
部
分

に
幅
約
１
．８
ｍ
の
大
き
な
窓
の
よ
う

な
空
洞
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
前
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

の
調
査
で
こ
の
空
洞
は
、
高
さ
４
．４

ｍ
、最
大
幅
３
．０
ｍ
と
な
り
、空
洞
を

作
る
幹
の
太
さ
は
５
．９
ｍ
と
３
．６

ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
空
洞
部
分
は
、
本
来
２
本
別
々
の
木

で
あ
っ
た
木
が
１
本
に
合
体
し
た
合
体

木
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
合
体
木
は
天
然
林
で

は
時
々
み
ら
れ
る
現
象
で
、
岩
倉
の
乳

房
杉
で
も
そ
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
そ
の
幹
に
も
、
樹
木
の

成
長
に
あ
わ
せ
て
中
心
部
分
が
朽
ち
て

で
き
た
空
洞
の
露
出
が
あ
り
、
不
思
議

な
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
50
年
10
月
に
、
樹
形
の
特
異
な

こ
と
、
根
元
周
囲
の
大
き
い
こ
と
が
珍

し
く
貴
重
で
あ
る
と
、
町
の
天
然
記
念

物
に
指
定
し
ま
し
た
。

町指定文化財
「大満寺の
　マドスギ」

vol.41

の

常角 敏 氏

教
育
長
及
び
教
育
委
員
の
異
動

に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
教
育
委
員
の
異
動
が
あ

り
、
教
育
長
並
び
に
１
名
の
教
育
委
員

が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
教
育
長
及
び
教
育
委
員
】

　
教
育
長　
村
尾　
秀
信　
氏

　
委　
員　
大
津　
義
文　
氏

　
村
尾
教
育
長
並
び
に
大
津
委
員
に
は

隠
岐
の
島
町
の
教
育
の
振
興
に
多
大
な

る
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
２
年
１
月
１
日
に
新

た
な
教
育
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
任
命
委
員
】

　
委　
員　
常
角　
敏　
氏

　
令
和
２
年
１
月
１
日
以
降
の
教
育
委

員
体
制
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
新
た
な
教
育
委
員
体
制
】

　
委　
員　
山
下　
豊
範　
氏

　
委　
員　
嶽
野　
慶
子　
氏

　
　
　
　
　
（
教
育
長
職
務
代
理
者
）

　
委　
員　
野
津　
幸
恵　
氏

　
委　
員　
常
角　
敏　

氏

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）
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　令和２年最初のこの記事では、日本食の中心
であるお米を新しい視点で見てもらいたいと思
います。今回はポーランド料理の中のお米につ
いてお話しします。
　「ポーランド人もお米を食べるんだ！」と驚
いた人もいるかもしれません。確かに、栽培地
ではないので、ポーランドがお米を食べる国と
いうイメージは薄いと思います。と言っても、
地元料理にもお米は使われているし、どのスー
パーでも陳列棚にちゃんと並んでいます。ただ､
商品にしたものは皆さんに馴染みのある5キロ入
りなどの大きい袋ではありません。ポーランド
では、箱に入った500グラム入りのお米を買うこ
とが普通だからです。
　そのお米の箱を開けてみると、お米が入った4
つの袋があります。どういう袋かと言うと、半
透明で小さい打ち抜き穴が沢山あいているもの
です。そして、お米を食べたい時には、炊飯器
ではなく、袋のままお湯に入れて、20分ほど炊
いて食べます。

　このようにできあがったご飯をどういうふう
に食べるかというと、野菜炒めをかけて食べた
り、麺の代わりにトマトスープで食べたりと、
調理法はたくさんあります。個人的に一番おい
しいと思うのは、Gołąbki（ゴウォンブキ）とい
う家庭料理の形で食べることです。Gołąbkiと
は、日本のロールキャベツに似ていますが、中
身はお肉とご飯を混ぜたものです。日本人の口
にも合うと思います。
　その反対に、日本人の口にはちょっと合わな
いかもしれない、ポーランドでは人気の料理も
あります。それは、水の代わりに牛乳でお米を
炊いて、焼きリンゴとシナモンをかけた「ミル
クライス」です。甘くて、デザートとして出さ
れているその料理は、多くのポーランド人にと
っては、子どもの頃を思い出させる懐かしい味
ですが、日本人にとっては違和感があるのでは
ないかと思います。
　いかがでしたか？ポーランド料理のお米はこ
のようにして食べられます。お米の別の世界を
見たような感じではないでしょうか？

あけましておめでとうございます！

Szczęśliwego Nowego Roku !
シチェンシリヴェゴ ノヴェゴ ロク

波蘭新聞
ポーランド

Part 13
国
際
交
流
員

ラ
チ
ン
ス
カ
・
イ
ザ
ベ
ラ

ポーランド流　お米の食べ方

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

担当地区
東町1～7区
中町1～4・10・11区
中町5～9区
栄町1・3区（唐井・船原）
栄町2・7区
栄町4・5・6区（要木・ホーム）
栄町8～10区
西町1～7区・国公住宅
西町8～11区
西町12～14区
港町1・2・4・13・15区
港町3・5・6・7・8区
港町9・10・16・17区
港町11・12・14区
岬町区域
大久・釜区域

担当地区 氏　　名 ふりがな

担当地区 氏　　名 ふりがな

犬来区域
飯田・津井区域
東郷区域
小田・神米・東町8（登具）区域
都万目・近石・真杉区域
皆市・倉見・雨来区域
神谷・芝・前の原区域
銚子・小原田・齋宮区域
平・池田区域
城北町（八田・大曲・日記）区域
有木・月無区域
下西1・2・4区
下西3・城山住宅・荒尾・県住
西田区域
今津・岸浜区域
加茂区域
箕浦区域
元屋区域
浜田・森区域
上・郡区域
湊・松ヶ浦区域
西村区域
伊後区域

―

つつみ あきら

おくたに しげとし

いそべ きよこ

ひらやまあきら

たかなし ひとし

やまもと ひろし

みかわ すずこ

ささき きみえ

たかむら きぬよ

ようど まさみ

まつだ てるみ

たにむら ちえこ

まの ひでお

主任児童委員

西郷地区
西郷地区

布施・中村地区
都万地区
五箇地区

つねずみ さとし

しん たまの
ささき ゆきこ

はるき せつこ

さいか まゆみ

ふじおか すずか

にしむら まりこ

かない むねつぐ

―

もりわき しょういち

たかなし こうじ

なかやま あきこ

へた はじめ

さいとう みつよし

あきば はじめ

わかばやし とみはる

むらかみ のぶたか

なかたに きよいちろう

したて ひろみ

ふなだ ひでかつ

むらかみ つねかず

ささき よしとも

ふじの よしひろ

ほりえ りつこ

おおにし みどり

おんだ こうじ

よしみ かずや

てしま ひとみ

ふじた ふみお

なかまえ よしこ

あかぬま ゆきお

卯敷区域
布施区域
飯美区域

那久路区域
小路区域
郡区域
山田区域
苗代田区域
南方区域
北方区域　※

※北方区域については、1月1日就任

福浦・長尾田区域
代区域
久見・向ヶ丘区域

蛸木区域
津戸・向陽区域
歌木区域
塩の浜・釜屋区域
中里・美田区域
西里・森里区域
上里・砂子谷・向山区域
上那久区域
浜那久・大津久区域
油井・蔵田区域

きしね とみこ

まえがま やすたか

むらた まさひろ

さいとう のりこ

いけもと しげこ

むらかみ とみお

さわお ゆきとし

ぜっつ ただお

ふじた つかさ

やました みつま

ふじた もとはる

やわた みえこ

さくだ ふみたか

ささき しょうぞう

ささき まなぶ

すどう とみえ

はんだ えみこ

たなか むつみ

なかがわ やえこ

たなか のぶよ

にし のりこ

いけだ ゆきお

おおと ただし

氏　名 ふりがな
堤　　　章
奥 谷  成 利
磯 部 喜代子
平 山   　明
髙 梨   　均
山 本   　弘
三 河  鈴 子
佐々木貴美枝
高 村  絹 代
要 戸  正 己
松 田  照 美
谷 村 千惠子
眞 野  秀 雄

常 角   　敏
新   　珠 乃
佐々木 幸 子
春 木  節 子
齋 賀 真由美

藤 岡  鈴 香
西 村 万里子
金 井  宗 次

森 脇  祥 一
高 梨  康 二
仲 山  秋 子
邉 田   　肇
齋 藤  三 善
秋 庭   　肇
若 林  富 治
村 上  信 孝
中 谷 清一郎
仕 立 ひろみ
船 田  英 勝
村 上  常 和
佐々木 芳 友
藤 野  好 弘
堀 江  律 子
大 西 みどり
恩 田  功 二
吉 見  一 八
手 嶋 日登美
藤 田 富美雄
中 前 よし子
赤 沼  幸 雄

前 釜  安 孝
岸 根 富美子

村 田  正 弘

齋 藤  德 子
池 本  茂 子
村 上  富 夫
澤 尾  幸 敏
是 津  忠 男
藤 田   　司
山 下  光 磨
藤 田  元 春
八 幡 美惠子
作 田  文 孝

佐々木 正 造
佐々木 學
須 藤  富 江
半 田 惠美子
田 中 むつみ
中 川 八重子
田 中  延 代
西   　典 子
池 田  幸 雄
大 戸  忠 志

西　
郷

東　
郷

布　
施

五　
箇

都　
万

中　
条

磯

中　
村

隠岐の島町民生委員・児童委員一覧（任期 ： 令和元年12月1日 ～ 令和4年11月30日まで）
令和元年12月1日現在

　
令
和
元
年
12
月
１
日
よ
り
、
隠
岐
の

島
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
下
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地
域
福
祉
を

担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
困

り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
の
専
門
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に
は
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専

門
的
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」

と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

学
校
な
ど
と
連
携
し
て
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわ
りりりりりりり
ままままままままま
ししししししし
たたたたたたたたた

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

電
話
2-

８
５
６
１

　
町
で
は
、
町
内
の
空
家
の
有
効
活
用

を
通
し
て
、
定
住
促
進
と
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
「
空
家
バ
ン
ク
」
制

度
を
設
け
、
賃
貸
・
売
買
可
能
な
空
き

家
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
空
家
所
有
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
申
請

受
付
後
、
不
動
産
業
者
を
通
じ
て
貸
出

ま
た
は
売
買
が
可
能
と
な
っ
た
空
家

（
一
戸
建
て
）
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
登
録
し
、
利
用
希
望
者
に
対

し
、
全
国
版
空
家
バ
ン
ク
と
い
っ
た
公

的
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
家
バ
ン
ク
に
ご
登
録
い
た

だ
い
た
物
件
を
対
象
と
し
た
改
修
費
・

清
掃
費
な
ど
へ
の
各
種
助
成
制
度
も
設

け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
役
場
本
庁
・
各
支
所
・
出
張

所
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た

は
隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

隠
岐
の
島
町
空
き
家
バ
ン
ク

制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度
ににににににににに
つつつつつつつつつ
いいいいいいいいい
ててててててててて

隠
岐
の
島
町
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
地
域
振
興
課
定
住
推
進
係

電
話
2-

８
５
７
０
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広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
までお問い合わせください。

電　話　2-8572
メール　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

広告募集中!広告募集中! 戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
結
婚

（
氏
名
）
（
地
区
）

室
﨑  

純
平

森
田  

里
奈

夫妻

港
町

鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町

（
お
く
や
み

武
田  

八
重
子

藤
田  

千
鶴
子

岸
岡  

フ
ヂ
子

岸
岡  

長
利

眞
田  

千
鶴
子

繁
浪  

忠

松
井  

シ
ズ
ノ

山
口  

富
久

栄
町

有
木

西
村

西
村

東
町

有
木

原
田

西
村

73
歳

89
歳

97
歳

68
歳

90
歳

89
歳

93
歳

70
歳

（
氏
名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

※

12
月
31
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

三
橋  

実
穂

前
川  

鼓
実

田
中  

惺
大

岬
町

下
西

都
万

三
橋  

宏
平

前
川  

文
吾

田
中  

修
司

（
氏
名
）
（
地
区
）
（
保
護
者
）

ご
誕
生み

な
ほ

つ
づ
み

せ
い
だ
い

　
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
ま
し
た
。
毎
年
多
く
の
ご
家
庭
で
、

水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
が
起
き
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
暖
冬
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
急
な
寒
波
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
天
気
予
報
を
確
認
し
、
対
応
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
管
が
凍
り
や
す
い
の
は

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
と
く
に
凍
り

や
す
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
例
で
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
も
の

○
北
側
に
面
し
た
屋
外
に
あ
る
も
の

○
風
当
た
り
が
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

●
明
日
の
朝
は
冷
え
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら

①
む
き
出
し
の
水
道
管
に
は
、
保
温
材

を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
（
保
温
材

は
、
指
定
給
水
工
事
店
に
工
事
を
依

頼
す
る
か
、
ご
自
分
で
取
り
付
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
）

②
屋
外
に
あ
る
蛇
口
な
ど
は
、
布
な
ど

で
巻
い
て
か
ら
雨
や
雪
で
濡
れ
な
い

よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。
（
図
参
照
）

●
水
道
管
が
凍
っ
た
と
き

　
水
道
管
の
水
は
、
凍
っ
て
も
、
日
中

気
温
が
上
昇
す
れ
ば
、
出
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
急
い
で
必
要
な
場
合
は
、
蛇

口
を
開
け
た
ま
ま
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
少

し
ず
つ
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
溶
か
し

て
く
だ
さ
い
。

　
熱
湯
は
、
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。
破
裂
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

す
ぐ
に
止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止

め
、
す
ぐ
に
指
定
給
水
工
事
店
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
個
人
負
担

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
寒
波
の
と
き

な
ど
は
、
修
理
が
重
な
っ
て
す
ぐ
に

お
伺
い
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
止
水
栓
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
に
あ
る
か
、
そ
の
近
く
に
あ
り
ま

す
。
普
段
か
ら
、
そ
の
位
置
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
上
下
水
道
課
電
話
2-

0
1
9
2

図：凍結・破裂の防ぎ方

①

②

③

　
外
に
あ
る
蛇
口
（
①
）
に
タ
オ
ル

な
ど
を
巻
い
て
か
ら
、
（
②
）
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
で
し
っ
か
り
と
覆
っ
て

く
だ
さ
い
。
（
③
）

12
月
14
日
、
「
２
０
１
９
隠
岐
の
島

町
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
二
次
選
考
（
公
開
審
査
）
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
隠
岐
高
校
、
隠
岐
水
産
高

校
か
ら
計
12
組
（
32
名
）
の
ご
応
募
が

あ
り
、
一
次
選
考
を
通
過
し
た
５
組

（
19
名
）
の
高
校
生
が
優
秀
賞
を
競

い
、
「
地
域
を
活
性
化
し
た
い
！
」
と

い
う
熱
い
想
い
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
は
、
隠
岐
高
校
（
ジ
オ
パ
ー

ク
探
究
選
択
ク
ラ
ス
）
３
年
小
野
千
遊

実
さ
ん
、
齋
藤
城
納
さ
ん
、
臼
井
美
十

さ
ん
、
白
川
瑛
雪
さ
ん
、
谷
本
誓
さ
ん

の
５
名
に
よ
る
【
｢〜
結
〜
｣黒
曜
石
を

模
し
た
お
菓
子
】
の
プ
ラ
ン
で
し
た
。

　
準
優
秀
賞
は
、
隠
岐
高
校
（
ジ
オ
パ

ー
ク
探
究
選
択
ク
ラ
ス
）
３
年
勝
部
唯

さ
ん
、
坂
本
千
尋
さ
ん
、
野
津
柚
希
さ

ん
、
中
西
百
音
さ
ん
の
４
名
に
よ
る

【
サ
ン
ゴ
を
救
う
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー

ム
「
Ｓ
ｕ
ｎ
・
Ｇ
ｏ
」
】
の
プ
ラ
ン
で

し
た
。

　
そ
の
他
の
プ
ラ
ン
も
、
高
校
生
な
ら

で
は
の
発
想
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
プ
ラ

ン
で
し
た
。
今
後
町
で
は
プ
ラ
ン
の
実

現
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

水
道
管
の
冬
支
度
を
お
願
い

し
ま
す

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

電
話
2-
８
５
７
５

▲優秀賞受賞者代表
　左から齋藤さん、臼井さん、
白川さん
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島
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役
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広
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島
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ホ
ー
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ペ
ー
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15歳未満人口 1,593人 《11.3％》
65歳以上人口 5,638人 《40.2％》

（　）は先月との比較

6,826（-4）人男

7,214（-6）人女

7,088（-2）世帯世帯数

○増  転入 14 出生 6 その他 1
○減  転出 14 死亡 15 その他 1

人口と世帯数

人口 14,040（-10）人

令和2年1月1日現在

編
集
後
記

▼
恒
例
と
な
っ
た
今
年
の
年
男
・
年
女

の
方
に
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
く
企
画

で
す
が
、
２
０
０
９
年
２
月
号
の
丑
年

か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
ち
ょ
う
ど
一
巡

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
94
名
の
方
に
登

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
突
然
の
無

理
な
お
願
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
Ｔ
・
Ｋ
）

▼
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年
は
積
雪
も
な
く
、

比
較
的
穏
や
か
な
年
越
し
、
年
明
け
と

な
り
ま
し
た
。
▼
今
年
は
４
年
に
一
度

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ

る
記
念
す
べ
き
年
。
隠
岐
の
島
町
に
お

い
て
も
、
新
庁
舎
の
竣
工
や
隠
岐
古
典

相
撲
大
会
の
開
催
な
ど
、
大
き
な
行
事

を
控
え
て
い
ま
す
。
▼
近
年
は
地
震
や

豪
雨
な
ど
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
日
本
で
す
が
、
こ
の
記
念
す
べ

き
年
が
平
和
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
素

晴
ら
し
い
年
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
い

ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｗ
）

隠岐の島町行事予定　　月2

年金相談　13:00～16:00（役場第一会議室）

個別税務相談（要予約）　9:00～16:00（西郷税務署）

確定申告相談受付開始日

食育の日

竹島の日

天皇誕生日
エコフェスタ　10：00～13：00（隠岐島文化会館）

1 日 土

2 日 日

3 日 月

4 日 火

5 日 水

7 日 金

8 日 土

10 日 月

12 日 水

13 日 木

14 日 金
15 日 土

16 日 日

18 日 火

19 日 水

20 日 木

21 日 金

22 日 土

23 日 日

24 日 月

25 日 火

26 日 水

27 日 木

28 日 金

29 日 土

山田客祭風流　13：00～（山田神社）9 日 日

11 日 火 建国記念の日

振替休日

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

17 月日

布施立志式　10：00～（布施公民館）

年金相談　9:00～11:30（役場第一会議室）
人権相談　13:00～15:00（西田会館）
個別税務相談（要予約）　9:00～16:00（西郷税務署）

6 木日

ま お

山﨑 茉桜ちゃん（今津）

毎日幸せありがとう♡
お誕生日おめでとう！

ぶんた

中西 文太くん（栄町）
むぎ

高宮 麦ちゃん（西町）

祝１歳☆いっぱい食べて、
大きくなってね♪

癒しのぶんた♡
いつも笑顔をありがとう♡

ゆ い

坂田 結衣ちゃん（中町）

食べるの大好き♡
　　　すくすく成長中♡

わ こ

森崎 環心ちゃん（港町）

笑顔が癒し♡
我が家のアイドル唯葵！☆

まねっこ上手なわこちゃん。
元気に大きくなーれ♥

りゅうじろう

松井 龍二郎くん（東町）

3歳もやったるでー！

いおり

忌部 依織ちゃん（郡）

いっぱい食べて
大きくなってね♡

しっかり見守っているから
どんどん進め！

小村 唯葵くん（港町）
ゆいき

磯辺 環玖くん（栄町）
わ く

ふうが

石橋 風雅くん（岬町）

小さい怪獣ちゃん☆
いつも癒しをありがとう

りっか

木下 六花ちゃん（西町）

歌が大好きおてんばりっちゃん
3歳おめでとう！

2月3日
（月）締切

隠岐の島町
ホームページ
QRコード

3月生まれの

お子さん

満１～3歳

募集しています！

■お申込み・お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係　電話２-８５７２
　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

1
歳

1
歳

1
歳

2
歳

3
歳

3
歳

1
歳

2
歳

3
歳

2
歳

2
歳

2 月  生まれの
　  　おともだち


